
● 日・チェコ関係は伝統的に良好。1989年の民主革命以降は、政治、経済、文化、科学等の各分野において交流が活発化。

● 自動車、電子機械関連製造業を中心に日系企業のプレゼンスは高い（約４万６千人の雇用を創出）。

● ０９年３月、排出権取引のための政府間文書に両国が署名。

＜ビジネス環境が改善された事項＞

運転免許無試験切替の実現。

社会保障協定発効による社会保険料の二重払い解消。

生体認証カードの携帯による旅券携帯義務の免除。

帯同扶養家族の旅行医療保険の免除。

長期居住許可の申請手続きの円滑化。

＜進出日系企業が問題と感じている点＞

労働許可の円滑な発行等。
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注：日系企業数はＪＥＴＲＯプラハ事務所調べ（2012年10月現在）。累積投資額は1993年以降のチェコ投資庁経由の投資額の累積(2012年上半期まで）。
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● この10年間で、日系企業や在留邦人は約４倍に急増。

● プラハを中心に日本人観光客も多数訪問。

● 日・チェコ関係の緊密化等を受け、両国の要人往来も活発。
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